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　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡ 12月定例会では､1日､2日､3日の３日間､15名の議員が一般質問を行いました｡
　ここでは､質問と答弁の一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! !

今回の主なテーマ

▶障害児保育
▶障害児教育
▶産後ケア事業の強化

今回の主なテーマ

▶人・農地プランで課題解決を
▶入間航空祭でシティセールス

今回の主なテーマ

▶統廃合の検証結果を確認する
▶今後の方向性を確認する
▶小規模校を解消する方策

今回の主なテーマ

▶土砂災害危険箇所は？
▶土砂災害対策の国の予算増を
▶ハザードマップの整備を急げ

◆土砂災害を未然に防ぐために
①狭山市の土砂災害危険箇所の指定状況は。
②土砂災害対策の予算が限られている。国への
要請を。
市民部長 ①21年度に完了した県の基礎調査結
果で、市内には26カ所の危険箇所があることが
判明しており、25年度に水富地区の一部５カ

所について区域指定を行った。
建設部長 ②市内の急傾斜地崩壊危険箇所は26
カ所ある。28年度までに３カ所の急傾斜地崩
壊防止工事が完了する予定。残る23カ所の工事
の実施を県へ強く要望し、急傾斜地崩壊対策の
予算拡充も県を通じ国へ働きかけていきたい。

◆防災無線の改善を
　防災無線が聞こえないという苦情が多発して
いるが、市の考える改善策は。
市民部長 導入当時と比べ、交通量や建造物の高
さなど環境が大きく変わり、聞き取りづらい地域
がある。今後、デジタル化への移行も踏まえ更新
計画を策定するとともに、メール配信ヘの登録や
音声自動応答サービス利用の啓発を行いたい。

◆人・農地プランを効果的に活用するために
①奥富地区のみを対象として策定した理由は。
②プラン策定が条件の経営体育成支援事業は、
奥富地区以外で受けられなくなったが、見解は。
環境経済部長 ①市内の農業経営は、大きく分け
て水田地域と畑地域とあり経営形態が異なるこ
と、また、国では水田地域を人・農地プランのモ
デルとして捉えていることから、まずは、水田地
域の奥富地区を対象にプランを策定したもの。
②奥富地区以外の支援を必要とする農業者に
は、国・県の他の事業の活用や市の事業の見直し
などで、要望に応えられるよう検討を進めたい。

◆人気のイベント入間航空祭で市ができること
　多くの人が集まる絶好のチャンスに、狭山市

をＰＲしてみてはと考えるが、見解は。
総合政策部長 航空祭を活用したシティセール
スは大変有効と考える。入間基地は、今年度から
周辺自治体にＰＲ活動の場の提供を始め、本市
にも出店希望の確認があったが、時間的に調整
が整わず見送った。４月のランウェイウオーク
も多くの参加者があり、基地主催行事への参加
には、早い段階から入間基地と調整を図りたい。

◆統廃合事業の総括と小規模校の解消策は
①事業の総括について。
②統廃合後の教育環境はどう変化したのか。
③統廃合実施後に課題となったことは何か。
④廃校後の跡地利用についてどう考えるか。
⑤入間川中の小規模化の状況をどう考えるか。
教育長 ①統廃合後のアンケート結果を見ても、
大半は、統廃合を肯定的に評価しており、一定の
成果が上がっているものと受け止めている。
生涯学習部長 ②クラス替えが行いやすくなっ
たこと、人間関係の大切さや集団としてのルー
ルをより学ぶことができるようになったこと、
運動会などの学校行事の活性化が図られたこと
など、教育上のメリットがあったと考える。
③特に大きな問題は生じておらず、統廃合後に

行ったアンケート調査では、友だちが増えて楽
しくなった、学校がにぎやかになったなどの肯
定的な意見が多くみられた。
④行政課題や行財政の状況と地域の意向などを
総合的にしんしゃくして有効に活用していく。
⑤今後も小規模な状態が続く場合には、あらた
めて規模の適正化を図る検討が必要である。

◆障害者福祉の向上を
①障害児支援の体制は。
②医療的ケアの必要な幼児の公立保育所や公立
幼稚園への入所（園）についての見解は。
福祉こども部長 ①青い実学園で、医療的ケアを
要する子どもに親子通園で心身の発達を促す取
り組みを実施。また、児童発達支援事業所の利用
などの障害福祉サービスを提供している。経済
的には、障害児福祉手当や特別児童扶養手当を
支給するなど、総合的に支援している。
②保育所への入所は、風邪などの感染や園児と
の接触事故などのリスクが高く、安全性の確保
に課題がある。また、医療行為が発生するため、
保健師や看護師の配置が必要となる。このこと
から、保育所での受け入れは、現状では困難と考

えているが、状況に応じて関係機関が連携を図
りながら、包括的な支援を行っていきたい。
学校教育部長 ②当該幼児が家庭で日常的に受
けているケアを幼稚園でも行うことになるが、
このような行為は、家庭以外では医師や看護師
に限られ、幼稚園に看護師などの有資格者を配
置する必要が生じることから、現状では難しい。
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ノーマライゼーションの実現へ

持続可能な力強い農業の
実現を目指して

綿貫　伸子（公明党）

町田　昌弘（志政会）

統廃合事業の総括と
今後の小規模校解決策は

太田　博希（志政会）

防災無線が機能するように
対策をすぐにうて

猪股　嘉直（日本共産党）


